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れたと誰定できるO しかもこの平坦冨の上にはいわゆる「山砂利」が載っている D この出砂利を多
雨期の産物と考えるc多雨期の堆讃物としては、激流型と静水型とに分けられる。前者はj可JI!のも
ので、大洪水を示す。後者は多雨湖のものであるO 多雨湖と河川がどうして結びつくかというと、
多雨湖といわれる湖の湖面が高いと、そこから流れ出す河川の流出量も大きいからである。このよ
うな理由で河川と湖濯が結びっくむすなわち、河谷蛇行と多雨湖または多雨期とが結びつくのであ
る。
日本の主要河川の自由蛇行波長と淀量の関鋲も確かめた。その結果によると、 E本では河岸満水
流量よりも年間最大流量の10年間の算術平均檀の方が波長との相憶が高く、その毘帰式は欧米で得
られたものと近似している。次に流量と関数関係にある流域面積と蛇行波長の関係を自由蛇行にお
いて、世界各地から求めてみた。得られたグラフによると、各自爆直線は誌ぽ平行し、涜域冨積を
一定とすると、西南日本の自由蛇行が最大値を有し、イングランドのものが最小鐘を示し、西南日
本の自由蛇行波長との関に10告もの開きが認められた。一般に、年降水量が大きくなるほど流域面
讃当たりの蛇行波長は大きくなる傾向が認められ、さらに軽水効率の指標であるソーンスウェイト
のP-E指数と、流域面積lOOknf、lOOOknf当たりの蛇行波長との間には直線関係が認められた。
流域面積1knI当たりの蛇行波長を「単位蛇行波長j とし、岩石の弾性波速度との関係を求めてみ
ると、昌由蛇行でiまなく穿入蛇行において、一般に地質が硬くなると単位蛇行波長も増大する傾向
が認められた。このことは、穿入蛇仔において地質が影響することを意味する。
蛇行波長という指標をもっているため蛇行地形は水資源の面からみて重要な地彰である。蛇行波
長と流量、流域彊讃との関孫が確立しているから、過去、現在の流量などが予測できるD また、河
JI I争奪以前の流域面積も推定できる。ただし、気候変化の要素を分離しなければならないという課
題もある。一般的に、蛇仔波長と流域面積の関係において、国婦直諌の上の方に河川争奪された河
川がプロットされ、回婦直線の下の方に河川争奪した河川がプロットされる傾向にあるむこの傾向
から逆にj耳目l争奪の見当をつけることもできる。
